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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、

中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措置に

関する事項 

［１］経済活力の向上の必要性  

 

【現状分析】 

中心市街地の商業集積（商店街）は、中心市街地の人口減少や郊外型大型店舗の影響等

により、平成 19 年と平成 26 年の状況を比較すると、店舗数マイナス 25％、年間商品販売

額でマイナス 35％減少しています。商業集積における集客力の低下を食い止めるため、都

心軸沿いの商業集積地を中心に、空店舗への出店促進、有名ブランドの店舗誘致、商店街

が連携して行うイベント開催など、各種にぎわいの再生に向けた多面的な取組を進めてき

ました。 

片町地区の老朽ビルを再生した複合商業施設「片町きらら」の完成後は、片町地区だけ

ではなく隣接する竪町地区の歩行者数も増加するなど、施設整備がまちなかの賑わい創出

に一定の効果をもたらしたほか、北陸新幹線金沢開業による交流人口の拡大により、まち

なかの賑わいは戻りつつありますが、まちなかの賑わいと商業の活性化が直結し、効果を

発現しているとは、未だ言い難い状況にあります。 

また、北陸新幹線金沢開業による影響により、市民の台所として親しまれている近江町

市場で観光客が急増、混雑を嫌う地元客離れが問題となっており、観光客と市民の双方が 

快適に過ごせる商業環境を整えることが課題となっています。 

 

【商業の活性化の必要性】 

この現状を踏まえ、商業の活性化のために欠かせない交流人口の拡大を図るため、中心

市街地の歴史的、文化的資産を活用した魅力発信、イベント開催に取り組むとともに、来

街者の消費活動を促すため、幅広い年代やインバウンドに対応した魅力的な商業環境の整

備を進めていく必要があります。 
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［２］具体的事業の内容 

(1) 法に定める特別の措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

中心市街地チャレン

ジ出店促進事業 

 

【内容】 

・中心市街地の商店

街や大型店等の空

き店舗や空きスペ

ース等に出店の機

会を増やすために

期間限定のチャレ

ンジ店舗を誘致

し、効果・検証等

を行います。 

【実施時期】 

令和元年度～ 

(株)金沢

商業活性

化センタ

ー 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心商店街において、商店街等の空き物

件や空きスペースに期間限定のチャレン

ジ店舗を誘致しながら、効果・検証を行

い、新規出店に繋げ、商店街の活性化を

図ります。 

【必要性】 

・中心市街地の商店街や大型店等の空き物

件等に出店の機会を増やし、新規出店に

繋げるためには必要な事業です。 

 

【定期的フォローアップ】 

・中心市街地の歩行者通行量、空き店舗数、

新規出店数の把握を行います。 

【支援措置内容】 

民間中心市街地商

業活性化事業計画

の経済産業大臣認

定 

【実施時期】 
令和元年度 

地域ま

ちなか

活 性

化・魅

力創出

支援事

業費補

助 金

（中心

市街地

活性化

支援事

業）の

うち魅

力向上

等活動

事業 

 

【実施

時期】 

令和元

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



97 

 

(2) ①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

公共空間活用地域

マネジメント推進

事業 

 

・横安江町商店街 

【内容】 

・既存商店街におい

て、道路空間を活

用した地元主体の

イベントをハー

ド、ソフト両面か

ら推進します。 

【実施時期】 

平成 29 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・商店主などの住民が主体となり行う、公

共空間を活用した魅力向上に取り組む

ことにより、幅広い年代を対象とする商

業環境創出を図ります。 

【必要性】 

・公共空間を活用し、誰もが訪れたくなる

空間を整備することは、幅広い年代が訪

れる魅力的な商業環境を創出するため

に必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・商店街の歩行者・自転車通行量を把握し

ます。 

【支援措置内容】 

社会資本整備総合

交付金（都市再生

整備計画事業（金

沢中央地区）） 

【実施時期】 
平成 29 年度 

 

【事業名】 

中心市街地出店促進

事業 

 

【内容】 

・中心市街地におけ

る空き店舗への出

店を促進するた

め、奨励金及び家

賃について商店街

を通じて助成しま

す。 

【実施時期】 

平成９年度～ 

 

 

 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心商店街における店舗の連続性を担保

するとともに、新たな店舗の出店を促

し、魅力ある商業環境の創出と中心市街

地の活性化を図ります。 

【必要性】 

・空き店舗があることは、商店街の魅力を

減少させるとともに都市景観も損なう

ため、出店を促すための支援の実施は、

魅力ある商業環境創出のために必要な

事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・当該地区の空き店舗数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢 市都 心軸 線

出店促進事業 

 

【内容】 

・広域的な集客力を

持つ核店舗又はフ

ァッション関連店

舗の都心軸線への

新設に対し、店舗

改修費等の一部を

助成します。 

 

【実施時期】 

平成 19～令和元年

度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・広域的な集客力を持つ店舗を都心軸に集

積させることにより、幅広い年代を対象

とする魅力ある商業環境を創出します。 

【必要性】 

・集客力のある小売店を集積させること

は、都心軸線の拠点性や商業環境の魅力

向上を図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・近隣商店街の歩行者・自転車通行量を把握

します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和２年３月 

区域内 

【事業名】 

中心市街地業務機能

集積促進事業 

 

【内容】 

・彦三大橋から武蔵

南町、香林坊を経

由し金沢 21 世紀

美術館を結ぶメイ

ンストリート沿い

のオフィスビルへ

進出する企業等に

対し、家賃の一部

等を助成します。 

【実施時期】 

平成 16～令和元年

度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・業務機能を集積することにより、都市機能

の強化を図り、定住促進や交流人口の拡

大につなげます。 

【必要性】 

・中心市街地のオフィス街への業務機能の

集中は、地域経済の活性化を図るととも

にまちなか定住を促進するために必要

な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の利用実績を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和２年３月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

中 心 商 業 地 集 客

促進事業 

 

【内容】 

・中心商業地の商店

街の活性に向けた

イベント等の開催

を支援します。 

・中心商店街の誘客

に向けた調査分析

や誘客促進事業を

実施し、集客促進

につなげます。 

【実施時期】 

平成 29 年度～ 

㈱金沢商

業活性化

センター

ほか 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心商業地の商店街が連携し、集客のた

めのイベント等を行うことにより、魅力

的な商業環境を創出します。 

 

【必要性】 

・地元客や観光客、幅広い年代の誘客に有

効なイベントを中心商業地が連携し、開

催することは、魅力的な商業環境創出の

ために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・イベントへの来街客数等事業実績を把握

します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

中心市街地賑わい

創出事業 

 

【内容】 

・中心商店街におい

て、市内全域や近

隣市町など広域か

らの集客力を高

め、賑わい溢れる

イベントを開催し

ます。 

【実施時期】 

平成５年度～ 

商店街振

興組合ほか

(武蔵地区、

香林坊・

片町地区、

金沢駅通

り線） 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・複数の中心商店街で、集客力のあるイベ

ントを開催することで、魅力ある商業環

境を作り、にぎわいの創出と中心市街地

の活性化を図ります。 

【必要性】 

・各商店街が一丸となって、集客イベント

を企画・実施することは、魅力ある商業

環境を作るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・２年に一度、当該地区の歩行者・自転車

通行量を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

ま ち な か ミ ュ ー

ジ ッ ク ＆ ア ー ト

ス ト リ ー ト 開 催

事業 

 

【内容】 

・中心商業地の広場

等でアマチュアパ

フォーマーによる

イベントを開催し

ます。 

【実施時期】 

平成 11 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心商業地において、地元のアマチュア

パフォーマーによるイベント等を開催

することで、幅広い年代を誘客し、魅力

的な商業環境を作ります。 

【必要性】 

・地元客を中心とした誘客に有効なイベン

トを定期的に開催することは、魅力的な

商業環境創出のために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・イベントへの来街客数等事業実績を把握

します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

冬の夜景創出（ライ

トアップ）事業 

 

【内容】 

・都心軸の主要交差

点周辺における冬

期ライトアップの

実施を支援します。 

【実施時期】 

昭和 62 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心市街地のメインストリートである国道

157 号線沿いのイルミネーションにより

誘客し、商業地の賑わいを創出します。 

【必要性】 

・来街者が減少する傾向にある冬期におい

て、中心市街地のにぎわいを視覚的に創

出することは、中心市街地の商業環境の

魅力を創出するために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・主要商業地の歩行者、自転車通行量を把

握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢クラフトビジ

ネス創造機構運営

事業 

 

【内容】 

・「金沢クラフトビ

ジ ネ ス 創 造 機

構」や「金沢・

クラフト広坂」

の運営及び製品

開発支援、後継

者育成、情報発

信など事業の実

施を行い、伝統

工芸品産業、繊

維産業及びデザ

イン業を含めた

生活文化産業で

ある「クラフト」

のビジネス化を

推進します。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

（一社）

金沢クラ

フトビジ

ネス創造

機構 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・クラフトのビジネス化の拠点、伝統工
芸品を扱うアンテナショップ「金沢・ク
ラフト広坂」を中心市街地において運営
することにより、地域資源である「工芸」
を活用した、まちの魅力の発信と交流人
口の促進を図ります。 

【必要性】 
・中心市街地において、工芸分野の様々な

発信、交流を行うことは、その魅力によ
り市民や来街者を引きつけるために必
要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・主要商業地の休日の歩行者、自転車通行

量を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

ク ラ フ ト プ ラ ザ

香林坊運営事業 

 

【内容】 

・クラフト分野での

事業者の育成を

目的とするイン

キュベーション

施設を運営しま

す。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・クラフト分野のビジネス化を推進するイ

ンキュベーション施設を運営すること
で、都市機能の集積を図るとともに、交
流人口の拡大につなげます。 

【必要性】 
・地域資源である「工芸」のインキュベー

ション施設を中心市街地で運営するこ
とは、金沢の魅力を活かし来街者をまち
なかに引きつけるために必要な事業で
す。 

【定期的フォローアップ】 
・インキュベーション施設の入居率を把握

します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

尾張町老舗交流館

運営事業 

 

【内容】 

・尾張町商店街の空

き店舗を借り上

げ、藩政期から続

く尾張町の老舗文

化の発信を行う、

市民と来街者の交

流の場として運営

します。 

【実施時期】 

平成８年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・市民が集まる武蔵地区と観光客が多く訪

れる東山地区との中間に位置する尾張

町の空き店舗において、地域の歴史文化

の発信と市民と来街者との交流の機会

を創出し、中心市街地の魅力向上につな

げます。 

【必要性】 

・商店街の空き店舗において、まちの歴史

を活かした展示を行うことは、中心市街

地の歴史文化資産により、市民や来街者

を引きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の来場者数を把握します。 

 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

まち なか アー ト

マネジメント事業 

 

【内容】 

・石引商店街全体を

芸術の場として捉

え、空店舗を活用

し商店街の魅力を

向上させるととも

に情報発信の強化

によるまちなかの

活性化を図りま

す。 

【実施時期】 

平成 18 年度～ 

 

公立大学

法人金沢

美術工芸

大学 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・学生と市民及び商店街が協働したアート

プロジェクトの実施や、空き店舗を活用

した大学の多目的情報発信基地の運営

により、学生と住民の交流を促進し、商

業環境の魅力向上を図ります。 

【必要性】 

・アート事業による商店街の魅力向上、学

生と住民との交流を促進することによ

り、住環境を向上させるとともに、若い

世代も魅力的に感じる商業環境の創出

を図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・近隣商店街の歩行者・自転車通行量を把

握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 
【事業名】 
いきいきギャラリー
運営事業 
 

【内容】 
・商店街の空店舗を

利用し、地域住民
の参加と協力によ
り、高齢者・障害
のある方の手作り
商品を販売し、社
会参加と自立支援
を促進します。 

【実施時期】 
平成 10 年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・商店街の空店舗を利用し、地域住民の参加

と協力により、高齢者・障がいのある方
の社会参加と自立支援の促進や生きが
いづくりを目指した施設を運営するこ
とにより、幅広い人が楽しめる魅力ある
商業環境の創出を目指します。 

【必要性】 
・高齢者・障がいのある方の社会参加と自

立支援を促進することで、地域の活性化
を促し、幅広い層に対し魅力ある商業環
境を創出するために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・毎年、年間利用者（来店者）数を把握し

ます。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

観光事業助成事業 

 

【内容】 

・中心市街地で開催

される金沢の歴

史、伝統、文化及

び地域に関する各

種観光イベントに

助成します。 

【実施時期】 

昭和 60 年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心市街地で各種のイベントを開催する

ことで、本市の歴史文化をＰＲするとと

もに来街者はもとより市民がまちなか

を訪れる機会を創出し、交流人口の増加

につなげます。 

【必要性】 

・歴史文化資産を活かしたイベントを開催

することは、まちなかの賑わい創出やイ

ベントの魅力により、まちなかに市民や

来街者を引きつけるために必要な事業

です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年のイベント参加者数等事業実績の把

握を行います。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

「ようこそ加賀百

万石の旅」誘客キャ

ンペーン事業 

 

【内容】 

・「加賀百万石」の歴

史資産を活用した

旅行商品の開発や

誘客促進イベント

の開催を行いま

す。 

【実施時期】 

平成 18 年度～ 

金沢市観光

協会、石川

県観光連盟 

 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・「加賀百万石」の城下町であった中心市

街地の歴史的資産を活用し誘客を促進

することにより、交流人口の拡大につな

げます。 

【必要性】 

・「加賀百万石」が息づく中心市街地の魅

力を活用した事業を展開することは、ま

ちなかに市民や来街者を引きつけるた

めに必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の観光入り込み客数を把握します。 

 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

宿 泊 観 光 客 誘 客

推進事業 

 

【内容】 

・宿泊事業者等と連

携し、インターネ

ットによる国内外

への宿泊情報や食

や夜のイベントな

ど、金沢の夜の魅

力を発信します。 

【実施時期】 

平成 29 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・食やナイトカルチャーなど、夜間滞在の

魅力を発信することにより、宿泊ニーズ

を高め、まちなかでの滞在時間の延長

と、交流人口の拡大を図ります。 

【必要性】 

・夜間滞在の魅力を発信することは、飲食

店が多く存在する中心市街地に来街者

を引きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・金沢市内の宿泊者数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 



105 

 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢百万石まつり

開催事業 

 

【内容】 

・本市中心部におい

て百万石行列や踊

り流し、薪能、茶

会など加賀百万石

の文化、芸能にふ

れることのできる

一大イベントを開

催します。 

【実施時期】 

昭和 27 年度～ 

金沢百万石

まつり実行 

委員会 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心市街地で、歴史文化を活かした本市

最大のまつりを開催することにより、ま

ちなかの賑わいを創出し、交流人口の拡

大につなげます。 

【必要性】 

・歴史文化を活かした一大イベントを継続

して開催することは、イベントの魅力に

より、まちなかに市民や来街者を引きつ

けるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年のイベント参加者数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

いしかわ・金沢 風

と緑の楽都音楽祭

開催事業 

 

【内容】 

・ＪＲ金沢駅周辺を

中心に、ゴ－ルデ

ンウィ－ク期間

中、世界の著名な

音楽家から市民

音楽家までが参

加する音楽祭を

開催します。 

【実施時期】 

平成 29 年度～ 

いしかわ・

金沢 風と

緑の楽都音

楽祭実行委

員会 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・クラシックの音楽フェスティバルを中心

市街地の複数会場で実施することによ

り、まちなかの回遊を促し、賑わい創出

を図るとともに、国内外からの交流人口

拡大を目指します。 

【必要性】 

・本市の新しい音楽文化の魅力を国内外に

発信し、まちなかの賑わい創出を図ると

ともに、インバウンドの増加を図るため

に必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の観客数を発表します。 

 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 
【事業名】 
文化発信イベント
開催事業 
 

【内容】 
・茶屋文化や工芸な
どの伝統文化等、
金沢の文化を発信
するイベントやプ
ログラムを企画実
施します。 

【実施時期】 
平成 18 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・金沢の歴史や伝統文化などを活用したイ

ベントの企画・実施により、まちの個性
や魅力を発信し、交流人口の増加につな
げます。 

【必要性】 
・金沢ならではの体験型観光を提案すること
は、インバウンドの増加を図るために必要
な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・毎年の参加者数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

きものでまちある

き推進事業 
 

【内容】 

・きもの及びゆかた

でのまちなか散策

を促進し、和装へ

の意欲を高めるた

めきもの及びゆか

た着用者への特典

を実施します。 

【実施時期】 

平成 29～令和元

年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・和装でまちあるきをする人を優待するこ

とにより、本市の伝統的文化の魅力を発

信するとともに、まちなか回遊や交流人

口の増加につなげます。 

【必要性】 

・中心市街地において、和装でまちあるき

を楽しむ人が増えることは、工芸のま

ち・伝統文化のまち金沢を発信し、市民

や来街者をひきつけるために必要な事

業です。 

【定期的フォローアップ】 

・市施設入館者利用者数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 29 年４月～

令和２年３月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢ウォーク開催

事業 

 

【内容】 

・中心市街地の公共

施設、文化施設な

どを取り入れ、金

沢の魅力を再認識

できるコースを設

定したウォーキン

グ大会を開催しま

す。 

【実施時期】 

平成８年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・中心市街地を巡ることで、歴史、文化や

自然など、豊かな都市環境を再認識する

イベントを開催することで、市民や来街

者を引きつけます。 

【必要性】 

・中心市街地を回遊する機会を提供するこ

とにより、中心市街地に対する住民の理

解を深め、来街者との交流の機会を創出

し、市民や来街者を引きつけるために必

要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の参加者数を把握します。 

 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

金沢マラソン開催

事業 

 

【内容】 

・金沢の歴史的景観

やまちなみ、豊か

な自然とふれあう

ことができる市民

マラソン大会を開

催します。 

【実施時期】 

平成 27 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・中心市街地を走る市民マラソン大会を開

催することで、歴史文化遺産や自然に富
んだ金沢の魅力を全国に発信し、交流人
口の拡大や参加者による賑わい創出を
図ります。 

【必要性】 
・全国から参加者が集まるマラソン大会を

開催することは、スポーツ文化という金
沢の新たな魅力を発信し、その魅力によ
り市民や来街者をまちなかに引きつけ
るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・マラソン参加者数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

中心商業地公演奨

励事業 

 

【内容】 

・中心市街地に賑わ

いをもたらす演

劇、音楽などの公

演を対象に費用の

一部を助成しま

す。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

金沢市 

 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・中心商業地の多目的ホールの利用を支援

し、市民のまちなかへの来街を促すこと
で、賑わい創出を図ります。 

【必要性】 
・年間を通じ、演劇、音楽などの公演を開

催し、市民が中心市街地を訪れる機会を
創出することにより、市民をまちなかに
引きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・毎年の利用実績を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 

【事業名】 

ＭＩＣＥ誘致戦略

推進事業 

 

【内容】 

・宿泊を伴う経済効

果の高い学会、企

業の会議、研修旅

行などＭＩＣＥ全

般の誘致活動を行

います。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・ＭＩＣＥ誘致への取り組みを強化するこ

とにより、宿泊ニーズを生み出し、中心
市街地の交流人口の増加を図ることで、
まちなかのにぎわい創出につなげます。 

【必要性】 
・ＭＩＣＥ誘致に向け、取り組みを強化す

ることは、中心市街地の交流人口やイン
バウンドの増加を図るために必要な事
業です。 

【定期的フォローアップ】 
・JR 金沢駅の年間定期外利用者数を把握 

します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成29年4月～令

和４年 3月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

公衆無線ＬＡＮ構築

推進事業 

 

【内容】 

・民間通信事業者と

協力して、中心市

街地の観光施設や

コンベンション施

設、商店街などへ

の公衆無線ＬＡＮ

スポットの整備を

推進します。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

金沢市、 

民間通信

事業者 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・外国人を含む来街者や住民が、中心市街

地で手軽にインターネットを通じ、必要
な情報を取得し、リアルタイムに発信で
きる環境を整備することで、まちなかの
利便性や魅力発信力を強化し、交流人口
の拡大を図ります。 

【必要性】 
・公衆無線ＬＡＮの利用環境を整備するこ

とは、都市の機能性を向上させるととも
に、インバウンドの増加を図るために必
要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・整備した無線ＬＡＮのポータルアクセス

数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 29 年４月～
31 年 3 月 
令和３年４月～令
和４年３月 

区域内 

【事業名】 

ファッション･アー

ト交流拠点人材育

成事業 

 

【内容】 

・ファッション関連

の専門学校内に整

備した交流拠点に

おいて、ファッシ

ョンとビジネスの

知識・能力をあわ

せ持つ人材を育成

するための講座を

開催します。 

【実施時期】 

平成 29 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・近年のファッション業界において、ファ

ッションに関する知識だけでなくファ

ッションに係わるビジネスに関する知

識や能力を持った人材を育成すること

で、市内及び中心市街地のファッション

産業の活性化を図ります。 

【必要性】 

・ファッションに従事する人材を育成し、

ビジネス感覚を養うことは、ファッショ

ン関係の店舗が多い中心市街地にてフ

ァッション産業の活性化を図るために

必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・セミナーの報告会や受講者間の交流会を

開催し、知識の定着及びつながりの強化

を図ります。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 29 年４月～
令和２年３月 

 
 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

かなざわステキ男子

発信事業 

 

【内容】 

・まちの魅力を支え

ている「かなざわ

ステキ男子」を募

集・発信し、「ヒ

ト」の魅力に惹か

れて訪れる新たな

金沢ファンを獲得

します。 

【実施時期】 
平成 29～令和元年
度 
 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・まちの魅力を支えている「かなざわステ

キ男子」を募集・発信し、新たな金沢フ
ァンの増加を図ることで、市民や来街者
がまちなかを訪れる機会を創出し、交流
人口の増加につなげます。 

【必要性】 
・まちの魅力を支える人の発信により、新

たな金沢ファンの獲得を目指すことは、
市民や来街者をまちなかに引きつける
ために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・主要商業地の歩行者・自転車通行量を把

握します。 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 29 年４月～
令和２年３月 

 
 

 

【事業名】 

外国人等プレミアム

ツアーコーディネー

ト事業 

 

【内容】 

・外国人富裕層を主

なターゲットに、

金沢の伝統工芸や

食文化を組み入れ

た上質な旅をコー

ディネートしま

す。 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・訪日旅行者の増加により、工芸や食文化

への関心も高まる中、購買意欲のある外
国人富裕層向けに伝統工芸や食文化を
組み入れた旅行商品を提案することに
より、インバウンドの増加を図ります。 

【必要性】 
・金沢の魅力をＰＲし、外国人旅行者の誘

客促進を行うことは、国外からの交流人
口の増加を図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・金沢市内の外国人宿泊客数を把握しま

す。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 30 年４月～

令和４年３月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

茶の湯のまち金沢魅

力発信事業 

 

【内容】 

・本市の茶の湯の文

化や茶室の魅力を

発信するほか、全

国学生金沢大茶会

を開催します。 

 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・中心市街地に集積する茶室を活用し、本

市の茶の湯文化や茶室の魅力を発信す
ることで、まちなかの回遊を促し、賑わ
い創出を図るとともに、交流人口拡大を
目指します。 

【必要性】 
・茶の湯文化の発信し、まちなかの賑わい

創出を図るとともに、市民や来街者をひ
きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・集客数等事業実績を把握します。 

 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 30 年４月～

令和４年３月 

区域内 

【事業名】 

文化施設活性化推進

事業 

 

【内容】 

・文化施設への誘客

を促進するため、

金沢の文化を体験

できるコンテンツ

等を開発します。 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・文化施設の新規リピーターを誘客するた

め、本市の文化体験ができるコンテンツ
により魅力を発信することで、まちなか
の回遊を促し、賑わい創出を図るととも
に、交流人口拡大を目指します。 

【必要性】 
・中心商業地の文化施設のリピーターの増

加は、まちなかの賑わい創出を図るとと
もに、市民や来街者をひきつけるために
必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・毎年の来場者数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 30 年４月～

令和４年３月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

文化ホールリニュー

アルオープンセレモ

ニー開催事業 

 

【内容】 

・金沢市文化ホール

のリニューアルオ

ープンに合わせ、

記念公演等の開催

を支援します。 

【実施時期】 

平成 30 年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・金沢文化ホールのリニューアルオープン

に合わせ、竣工式典を開催するととも
に、リニューアル記念公演を開催するこ
とで、まちなかの賑わい創出、交流人口
の拡大につなげます。 

【必要性】 
・金沢市文化ホールのリニューアルに合わ

せ、市民が中心市街地を訪れる機会を創
出することにより、市民をまちなかに引
きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・集客数等事業実績を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 30 年４月～

平成 31 年３月 

区域内 

【事業名】 

金沢歌劇座機能強化

推進事業 

 

【内容】 

・文化芸術活動の拠

点施設として利用

されている金沢歌

劇座の機能強化を

推進します。 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・金沢歌劇座の機能強化を図り、公演等の

開催を促進することで、市民が中心市街
地を訪れる機会を創出すし、まちなかの
にぎわい創出につなげます。 

【必要性】 
・金沢歌劇座の機能強化を図り、公演等の

開催を促進することは、市民をまちなか
に引きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・毎年の利用実績を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 30 年４月～

令和４年３月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢寺院まちづくり

推進事業 

 

【内容】 

・歴史文化資産であ

る３寺院群の寺院

等との連携による

まちづくり活動を

推進します。 

【実施時期】 

平成 30～令和２年

度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・歴史文化資産である３寺院群の寺院等と

の連携によるまちづくり活動の推進に
向けて、各寺院等の地域活動の実態、意
向を調査し、新たな魅力の掘り起こしを
図ります。  

【必要性】 
・寺院群の魅力発信することで、まちなか

の賑わい創出を図るとともに、市民や来
街者をひきつけるために必要な事業で
す。 

【定期的フォローアップ】 
・集客数等事業実績を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 30 年４月～

令和３年３月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

みんなの思い出アー

ト事業 

 

【内容】 

・小学校で使用され

た黒板をアート作

品として活用する

ほか、思い出の詰

まったピアノをま

ちかどなどに設置

します。 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・小学校の思い出が詰まった黒板やピアノ

を活用し、まちなかの魅力向上につなげ
交流人口の増加を図ります。 

【必要性】 
・使われなくなった小学校の黒板やピアノ

を利活用し、まちなかの賑わい創出を図
るとともに、市民や来街者をひきつける
ために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・主要商業地の歩行者・自転車通行量を把

握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 30 年４月～
令和２年３月 

 
 

 

区域内 

【事業名】 

シビックテックイベ

ント開催事業 

 

【内容】 

・ICT を活用したま

ちづくりや地域の

課題解決に取り組

む「シビックテッ

ク」活動を広く市

民に周知し、市民

協働を促進しま

す。 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・市民及びＮＰＯ等市民活動団体の交流を

促進することにより、ＩＣＴを活用した
地域課題の解決や交流人口の拡大を図
ります。 

【必要性】 
・「シビックテック」活動を充実させるこ
とは、活動に取り組む担い手の育成につ
なげ、地域課題の解決の機会を創出する
ために、必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・イベントの参加人数を把握します。 

【支援措置内容】 

中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 

平成 30 年４月～

令和３年３月 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

宿泊施設工芸品展

示支援事業 

 

【内容】 

・宿泊施設における

工芸品の展示コー

ディネートを行

い、上質な空間の

形成を支援すると

ともに工芸の魅力

を発信します。 

【実施時期】 

平成元年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・宿泊施設が工芸品を展示し、上質な空間
を演出することにより、「工芸」を活用し
た中心市街地の魅力向上を図ります。 

【必要性】 

・中心市街地に増加している宿泊施設にて
工芸品を展示することは、金沢の魅力を
活かし来街者をまちなかに引きつけるた
めに必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・ホテルへの貸出実績の把握を行います。 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 31 年４月～
令和４年３月 

 
 

区域内 

【事業名】 

器にこだわる飲食

店支援事業 

 

【内容】 

・本市の魅力である

食文化と工芸を発

信するため、市内

飲食店の伝統工芸

品または伝統工芸

品等を活用した食

器の購入経費を支

援します。 

【実施時期】 

平成元～３年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・市内飲食店が伝統工芸等を活用した食器
を使用することにより、「工芸」を活用し
た中心市街地の魅力向上を図ります。 

【必要性】 

・来街者が利用する市内飲食店にて伝統工
芸等を活用した食器の購入を促進するこ
とは、金沢の魅力を活かし来街者をまち
なかに引きつけるために必要な事業で
す。 

【定期的フォローアップ】 
・飲食店への補助実績の把握を行います。 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 31 年４月～
令和４年３月 

 
 
 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢 21 世紀美術館

開館 15 周年記念事

業 

 

【内容】 

・開館 15周年を記念

し、大規模にコレ

クションを展示す

る展覧会を開催す

るほか、混雑の緩

和と来街者の利便

性向上を図るた

め、受入環境の充

実を図ります。 

【実施時期】 

平成元年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・記念イベントの開催や来街者の受入環境
の充実を図ることで中心市街地の魅力向
上を図ります。 

【必要性】 

・美術館の混雑緩和と来街者の利便性向上
を図ることは、まちなかの魅力向上のた
めに必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・来館者数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 31 年４月～
令和元年３月 

区域内 

【事業名】 

金沢美術工芸大学

新キャンパス移転

プロモーション展

開事業 

 

【内容】 

・芸術文化拠点のひ

とつである金沢美

術工芸大学の移転

機運を醸成するた

め、博物館として

の機能を発信する

とともに、国内外

の一線で活躍して

いる卒業生による

シンポジウム事業

をまちなかで開催

することにより、

交流人口の拡大を

図ります。 

【実施時期】 

平成元～３年度 

 

公立大学

法人金沢

美術工芸

大学 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・芸術文化拠点のひとつである金沢美術工
芸大学の移転機運を醸成する事業をまち
なかで開催することにより、交流人口の
拡大を図ります。 

【必要性】 

・金沢美術工芸大学が収集してきた収蔵品
を公開し、国内外で活躍している卒業生
によるシンポジウムを開催することは、
内外からまちなかに人々を呼び込むため
に必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・イベント参加者数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
平成 31 年４月～
令和４年３月 

 
 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

中心市街地チャレン

ジ出店促進事業（再

掲） 

 

【内容】 

・中心市街地の商店

街や大型店等の空

き店舗や空きスペ

ース等に出店の機

会を増やすために

期間限定のチャレ

ンジ店舗を誘致

し、効果・検証等

を行います。 

【実施時期】 

令和元年度～ 

(株)金沢

商業活性

化センタ

ー 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心商店街において、商店街等の空き物

件や空きスペースに期間限定のチャレン

ジ店舗を誘致しながら、効果・検証を行

い、新規出店に繋げ、商店街の活性化を

図ります。 

【必要性】 

・中心市街地の商店街や大型店等の空き物

件等に出店の機会を増やし、新規出店に

繋げるためには必要な事業です。 

 

【定期的フォローアップ】 

・中心市街地の歩行者通行量、空き店舗数、

新規出店数の把握を行います。 

【支援措置内容】 

地域まちなか活性

化・魅力創出支援

事業費補助金（中

心市街地活性化支

援事業）のうち魅

力向上等活動事業 

 

【実施時期】 
令和元年度 

民間中

心市街

地商業

活性化

事業計

画の経

済産業

大臣認

定 

【実施

時期】 

令和元

年度 

 

【事業名】 

金沢アカペラ・タウン

開催事業 

 

【内容】 

・金沢市内中心部の

まちかどをステ

ージとしたアカ

ペラの祭典を開

催します。 

【実施時期】 

平成 22 年度～ 

金沢市・

金沢アカ

ペラ・タ

ウン実行

委員会 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・中心市街地の野外を含む、複数会場にお

いて、大学生が主体となり運営する音楽

イベントを開催することにより、まちな

かの賑わい創出、交流人口の拡大につな

げます。 

【必要性】 

・全国の学生が集まり、まちかどの会場で、

幅広い年代が無料で楽しめる音楽イベ

ントを行うことは、音楽文化の魅力によ

り市民や来街者をまちなかに引きつけ

るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の観客数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～令
和４年３月 

 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

ナイトツーリズム

推進事業 

 

【内容】 

・夜間ライトアップ

を活用したイベン

トの開催や、金沢

の伝統文化を披露

するナイトシアタ

ーなど、金沢の夜

の魅力を内外に発

信し、滞在型観光

を推進します。 

【実施時期】 

令和元年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・金沢の夜の魅力を内外に発信し、夜の観
光を充実させることで滞在型観光を促進
し、宿泊客数の増加や消費拡大につなげ
ます。 

【必要性】 

・増加する外国人旅行者の需要が高まる夜
の観光を充実させることは、インバウン
ドの増加を図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・各事業の集客数等事業実績を把握しま

す。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～令
和４年３月 
 

区域内 

【事業名】 

伝統工芸・文化体験

コーナー及び伝統文

化（ナイトシアター）

実演事業 

 

【内容】 

・国内外の旅行者へ

の観光案内をはじ

め、荷物預かりや

各種手配等のサー

ビスのほか、伝統

工芸・文化体験の

提供等を行い、中

長期の滞在型観光

を促進します。 

【実施時期】 

令和２年度 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・市内中心部にあたる南町において、「旅ナ

カ」での観光案内機能を充実させること

で、交流人口の拡大を図ります。 

【必要性】 

・「鼠多門・鼠多門橋」「国立工芸館」の整

備を契機とした交流人口の拡大を図るた

めに必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の観客数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～４
年３月 

 

区域内 



119 

 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

加賀藩武家文化周遊

ルート発信事業 

 

【内容】 

・加賀藩の武家文化

を堪能できる本多

の森－兼六園・金

沢城公園－尾山神

社－長町武家屋敷

跡から西茶屋街、

寺町寺院群等を結

ぶルートを、多言

語ウェブサイト等

で国内外へ広く発

信します。 

【実施時期】 

 令和２年度 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・長町武家屋敷跡界隈を中心に加賀藩武家

文化の魅力を国内外に発信することで誘

客を促進し、交流人口の拡大を図ります。

【必要性】 

・「鼠多門・鼠多門橋」「国立工芸館」「金沢

中央観光案内所」の整備を契機とした交

流人口やインバウンドの増加を図るため

に必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・主要施設の来館者数を把握します。 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～４
年３月 
 

区域内 

【事業名】 

こども芸術文化体験

フェスタ開催事業 

 

【内容】 

・文化の担い手を育

成するため、小中

学生を対象とした

多様な芸術文化体

験イベントをまち

なかで開催しま

す。 

【実施時期】 

 令和２年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・多様な芸術文化体験イベントをまちなか

で開催することで、文化の未来を担う人材

の育成と文化の魅力発信につながり、まち

なかの賑わい創出を図ります。 

【必要性】 

・芸術文化体験イベントの開催は、本市の

文化に対する住民の理解を深めるととも

に、まちなかの文化の魅力を発信し、市民

や国内外からの来街者をまちなかに引きつ

けるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・体験フェスタの参加者数を把握します。 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～４
年３月 
 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

近江町市場「市民の

台所」ふれあい推進

事業 

 

【内容】 

・近江町市場におい

て、マナー問題や

混雑などの観光に

起因する課題に対

応するため、ふれ

あい講座の開催な

ど、市民及び観光

客双方にとって快

適な環境づくりに

取り組みます。 

【実施時期】 

令和２年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・近江町市場のマナー問題や混雑などを解

消することにより、観光客はもちろん、

市民にとっても利用しやすい環境を整え

ることで、中心市街地の魅力向上につな

げます。 

【必要性】 

・観光客にとっても、市民にとっても必要

な存在である、近江町市場の利便性を向

上することは、中心市街地にとっても重

要であり、必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・ふれあい講座の参加者数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～４
年３月 

 

区域内 

【事業名】 

犀川周辺エリア回遊

性向上事業 

 

【内容】 

・犀川周辺の公共空

間等を利活用し、

まちなかに新たな

価値を生み出すと

ともに、エリア一

帯の魅力を向上さ

せ、賑わいの連続

性を高めます。 

【実施時期】 

令和２年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・犀川周辺エリアの価値を高め、谷口吉郎・

吉生記念金沢建築館や寺院群のある寺町

エリアからの回遊性の向上を図ることで

誘客を促進し、交流人口の拡大を図りま

す。 

【必要性】 

・重要な地域資源である犀川やその周辺エ

リアの価値を高め回遊性の向上を図るこ

とは、交流人口の増加を図るために必要

な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の観光入り込み客数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～４
年３月 

 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

市民リポーター事業 

 

【内容】 

・本市中心部の魅力

を市民が取材し、

ＳＮＳ等を活用し

た情報発信や写真

展を開催します。 

【実施時期】 

令和２年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・市民の目線からまちの魅力を効果的に発

信し、新たな金沢ファンの増加を図るこ

とで、来街者がまちなかを訪れる機会を

創出し、交流人口の増加につなげます。 

【必要性】 
・市民目線からまちの魅力を発信すること

により、新たな金沢ファンを獲得し、来
街者をまちなかに引きつけるために必
要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の観光入り込み客数を把握します。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和２年７月～４
年３月 
 

区域内 

【事業名】 

中心商店街大型商

業施設テナント誘

致支援事業 

【内容】 

・まちなかの商業機

能の集積と魅力の

維持向上を図るた

め、中心市街地の

集客の核となる大

型商業施設の空き

床を解消するた

め、テナントの出

店に対して奨励金

の交付により支援

します。 

【実施時期】 

令和３年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・中心市街地の集客の核となるテナント型

大型商業施設への出店を促進させるこ

とにより、まちなかの賑わいと、魅力あ

る商業環境を創出する当該事業は、目標

②「幅広い年代を対象とする魅力ある商

業環境を作る」に資する事業に位置づけ

られる。 

【必要性】 

・中心商店街のテナント出店者の増加は魅

力ある商業環境の形成につながり、その

ことにより、来街者が増加し商店街への

出店が促進され「商店街店舗の新規出店

数」の増加に寄与するため。 

【定期的フォローアップ】 

・近隣商店街の歩行者・自転車通行量を把

握する。 

 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和３年８月～令
和４年３月 
 

区域内 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢美大柳宗理デ

ザインミュージア

ム（仮称）基本構想

策定事業 

【内容】 

・本市の建築文化の

形成を担う有名建

築家設計の建物を

整備予定地とし

た、金沢美大が寄

贈を受ける柳宗理

のデザイン資料を

活用したデザイン

ミュージアムの整

備に向けた基本構

想を策定するにあ

たって、有識者を

含めた検討会議等

を開催します。 

【実施時期】 

令和３年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・本市は、藩政期から現代までの建築物が

良好な状態で数多く残り、それをまちの

魅力として建築文化の発信に取り組ん

でいるが、その建築文化の一翼を担う有

名建築家設計の建物を整備予定地とし、

金沢美大が寄贈を受ける柳宗理のデザ

イン資料を活用したデザインミュージ

アムは、県内外から来館者が見込まれ、

その整備の基本構想策定を行う当事業

は、目標④「歴史文化資産を活かし市

民・来街者を引きつける」に資する事業

に位置づけられる。 

【必要性】 

・来街者の増加につながるデザインミュー

ジアム整備の基本構想を策定する当事

業は、「中心市街地の市文化施設の利用

者数」の増加に寄与するため。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の利用実績を把握します。 
 

【支援措置内容】 
中心市街地活性化

ソフト事業 

 

【実施時期】 
令和３年８月～令
和４年３月 
 

区域内 
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(2) ②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 

(3) 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

歴史文化遺産の海外

発信によるインバウ

ンド促進事業 

【内容】 

・中心市街地に集積す

る藩政期からの歴

史遺産や文化など

を海外に向け、強く

発信します。 

・文化施設において展

示や案内の多言語

化を行います。 

【実施時期】 

平成 29 年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・中心市街地に集積する歴史資産や地域資

源を海外に発信することにより、インバ

ウンドの拡大を図ります。 

【必要性】 

・歴史資産と地域資源が多数存在する中心

市街地の魅力を海外に向け発信するこ

とは、国外からの来街者をまちなかに引

きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・多言語化した文化施設において、来館し

た外国人にアンケートを行います。 

【支援措置内容】 
文化遺産総合活

用推進事業（日本

の歴史・伝統文化

情報発信推進事

業） 

 

【実施時期】 
平成29年度 

 

【事業名】 

ＫＯＧＥＩかなざわ

開催事業 

 

・金沢 21世紀工芸祭 

・KOGEI フェスタ！ 

・金沢世界工芸トリエ

ンナーレ 

 

【内容】 

・本市の歴史と文化を

象徴する産業であ

る「工芸」をテーマ

としたイベントを

開催します。 

【実施時期】 

平成 29 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・クラフト創造都市である本市の特徴を活

かし、工芸をテーマとした様々なイベン

トを中心市街地の各所で展開すること

により、新しい工芸文化の創造と交流人

口の拡大を目指します。 

【必要性】 

・歴史資産と地域資源を活かしたイベント

を開催することは、本市の文化に対する

住民の理解を深めるとともに、まちの魅

力を向上させ、市民や国内外からの来街

者をまちなかに引きつけるために必要

な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・イベント参加者数を把握します。 

【支援措置内容】 
①文化芸術創造

活用プラットフ

ォーム形成事業

（文化芸術創造

拠点形成事業） 

②地方創生推進

交付金 

【実施時期】 
①平成29年度 
②平成 29～令和５
年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢ＪＡＺＺ  

ＳＴＲＥＥＴ開催事

業 

 

【内容】 

・９月の３連休に、国

内外のトップアー

ティストや学生・社

会人バンドが参加

するジャズの祭典

を開催します。 

【実施時期】 

平成 21 年度～ 

金沢ＪＡＺＺ 

ＳＴＲＥＥＴ 

実行委員会 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・中心市街地の野外を含む、複数会場に

おいて、音楽イベントを開催すること

により、まちなかの賑わい創出、交流

人口の拡大につなげます。 

【必要性】 

・秋期の誘客の核として、国内外から誘

客が期待できる大型イベントを開催す

ることは、市民や国内外からの来街者

をまちなかに引きつけるために必要な

事業です。 

【【定期的フォローアップ】 

・毎年の観客数を把握します。 

【支援措置内容】 
文化芸術創造活

用プラットフォ

ーム形成事業

（文化芸術創造

拠点形成事業） 

【実施時期】 
平成29年度 

 

【事業名】 

金沢アカペラ・タウン開

催事業（再掲） 

 

【内容】 

・金沢市内中心部のま

ちかどをステージ

としたアカペラの

祭典を開催します。 

【実施時期】 

平成 22 年度～ 

金沢市・金

沢アカペ

ラ・タウン

実行委員会 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・中心市街地の野外を含む、複数会場にお

いて、大学生が主体となり運営する音楽

イベントを開催することにより、まちな

かの賑わい創出、交流人口の拡大につな

げます。 

【必要性】 

・全国の学生が集まり、まちかどの会場

で、幅広い年代が無料で楽しめる音楽

イベントを行うことは、音楽文化の魅

力により市民や来街者をまちなかに引

きつけるために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の観客数を把握します。 

【支援措置内容】 

文化芸術創造活
用プラットフォ
ーム形成事業
（文化芸術創造
拠点形成事業） 

【実施時期】 
平成29年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

加賀百万石「金沢城四

季物語」開催事業 

 

【内容】 

・金沢城公園及び兼六

園を中心として、四季

を通じた折々のラ

イトアップイベン

ト等を開催します。 

【実施時期】 

平成 14 年度～ 

 

石 川 の

四季観光 

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

実行委員会 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・本市中心部に位置する金沢城及び兼六園

で夜間のイベントを開催することによ

り、まちなかの賑わい創出及び、交流人

口や宿泊客数の増加を図ります。 

【必要性】 

・来街者が最も多く立ち寄る金沢城・兼六

園において夜間イベントを開催するこ

とは、夜の中心市街地の魅力により、市

民や来街者をまちなかに引きつけるた

めに必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年の入場者数を把握します。 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

平成 29～令和２

年度 

 

【事業名】 

夜のにぎわい創出･発

信事業 

【内容】 

・夜間において、プロ

ジェクションマッ

ピングや、歴史文化

施設などのライト

アップの実施や文

化施設での夜間イ

ベントを開催しま

す。 

【実施時期】 

平成25年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・歴史文化施設等の資源を活かし、中心

市街地の夜間の滞在人口を増加させる
ことにより、交流人口や宿泊客数の増
加につなげます。 

【必要性】 
・中心市街地において、夜間のイベント

の開催により滞在型観光を促進するこ
とは、夜のまちなかの魅力により、市
民や来街者をひきつけるために必要な
事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・各事業の集客数等事業実績を把握しま

す。 

【支援措置内容】 
地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 
平成 29～令和２
年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

三 大 都 市 圏 観 光 キ

ャンペーン事業 

 

【内容】 

・三大都市圏や新幹線

沿線都市における

観光ＰＲを強化し、

誘客を促進します。 

【実施時期】 

平成 19 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・三大都市圏での観光キャンペーンの効果

的な実施により、交流人口の拡大を図り

ます。 

【必要性】 

・全国の人口の約５割が集中する三大都市

圏を対象にした観光ＰＲを実施するこ

とは、まちなかに来街者を引きつけるた

めに必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年、アンケートにより三大都市圏から

の旅行者数を把握します。 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

平成 29～令和２

年度 

 

【事業名】 

金沢の食文化フォー

ラム開催事業 

 

【内容】 

・金沢の食文化の歴史

や魅力について理解

を深めるフォーラム

やワークショップな

どを開催します。 

【実施時期】 

平成 27 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・本市の誇る資産である食文化をテーマと

したイベントを中心市街地で開催する

ことで、交流人口の拡大と賑わい創出に

つなげます。 

【必要性】 

・中心市街地において、多くの人が関心を

持つ食に関するイベントを開催するこ

とは、市民や来街者を引きつけるために

必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・イベント参加者数を把握します。 

【支援措置内容】 

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

平成 29～令和５

年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

海外誘客推進事業 

 

【内容】 

・アジアや欧米におい

て、金沢の文化や芸

能の発信や現旅行

社へのプロモーシ

ョンを行います。 

【実施時期】 

平成 29 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・訪日旅行者が増加傾向にあるアジアやヨ

ーロッパに向けし、歴史的建造物や伝統
文化を楽しむことができる金沢の魅力
をＰＲすることにより、インバウンドの
増加を図ります。 

【必要性】 
・ＭＩＣＥ誘致に加え、まちなかに存在す

る歴史的文化的資産を活用し、外国人旅
行者の誘客促進を行うことは、国外から
の交流人口の増加を図るために必要な
事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・金沢市内の外国人宿泊客数を把握します。 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

平成 29～令和２

年度 

 

【事業名】 

欧米富裕層向け工芸品

販路開拓事業 

 

【内容】 

・金沢クラフトのビジ

ネス化及びブラン

ド力向上を図るた

め、欧米富裕層向け

に工芸品の新たな

販路を開拓します。 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

「KOGEI 

Art Fair 

Kanazawa」

実行委員会

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・欧米観光客の増加により、工芸への関心

も高まる中、購買意欲のある欧米富裕層
向けに工芸品の販路を開拓することに
より、「工芸」を活用した中心市街地の
魅力向上を図ります。 

【必要性】 

・国内外トップギャラリーによるアートフ
ェアにおいて、地元作家の作品を紹介す
る機会を設けることは、工芸のまち金沢
のブランド力向上と作家の販路開拓の
ほか、交流人口の拡大のために必要な事
業です。 

【定期的フォローアップ】 
・イベント参加者数を把握します。 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

平成 30～令和５

年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

アーキテクチャーウ

ィーク開催事業 

 

【内容】 

・連綿と受け継がれて

きた本市の質の高い

建築文化を国内外に

発信するため、アー

キテクチャーウィー

クを設け、建築文化

に関する多彩なイベ

ントを開催します。 

【実施時期】 

令和元年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・歴史的重層性を持つ金沢の建築文化を発
信することにより、市民と来街者をまち
なかに引きつけ、交流を促します。 

【必要性】 

・建築文化を内外に発信する事業を展開す
ることは、金沢の求心力を高め、市民や
来街者を引きつけるために必要な事業
です。 

【定期的フォローアップ】 
・イベント参加者数を把握します。 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

令和元～５年度 

 

【事業名】 

寺町周辺回遊性向上

事業 

 

【内容】 

・谷口吉郎・吉生記念

金沢建築館の開館に

合わせ、寺町エリア

の回遊性を高め来街

者の増加を図りま

す。 

【実施時期】 

令和元年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・魅力ある歴史的なまちなみが残る建築館
周辺エリアの回遊性向上を図ることで、
交流人口の拡大と賑わい創出につなげ
ます。 

【必要性】 

・本市建築文化を発信するとともに建築館
周辺エリアの回遊性向上を図ることは、
市民や来街者をまちなかに引きつける
ために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・毎年の観光入り込み客数を把握します。 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

令和元年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

ナイトツーリズム推

進事業（再掲） 

 

【内容】 

・夜間ライトアップを

活用したイベントの

開催や、金沢の伝統

文化を披露するナイ

トシアターなど、金

沢の夜の魅力を内外

に発信し、滞在型観

光を推進します。 

【実施時期】 

令和元年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・金沢の夜の魅力を内外に発信し、夜の観
光を充実させることで滞在型観光を促
進し、宿泊客数の増加や消費拡大につな
げます。 

【必要性】 

・増加する外国人旅行者の需要が高まる夜
の観光を充実させることは、インバウン
ドの増加を図るために必要な事業です。

【定期的フォローアップ】 
・各事業の集客数等事業実績を把握しま

す。 

 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

令和元年度 

 

【事業名】 

創造都市分野別会議

開催事業 

 

【内容】 

・ユネスコ創造都市認

定 10 周年を記念し

て、国内都市で初と

なるクラフト＆フォ

ークアートの分野別

会議を開催します。 

【実施時期】 

令和元年度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・ユネスコ創造都市ネットワーク分野別会
議や「平成の百工比照」特別公開展の開
催により、本市工芸を世界に発信すると
ともに、文化・産業をより一層活性化さ
せます。 

【必要性】 

・創造都市との交流事業による文化・産業
の振興は中心市街地の魅力を高め、中心
市街地の交流人口等の増加につながる
ため必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・国内外からの参加者数を把握します。 
 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

令和元年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢ＡＩビレッジ形

成促進事業 

 

【内容】 

・まちなかの金澤町家

や店舗を拠点に、ク

リエイターやＩＴエ

ンジニア、プログラ

マー等が創作活動を

行う場を集積し、地

場企業等と共創・成

長するコミュニティ

を促進します。 

【実施時期】 

令和元年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心市街地に、クリエイターやＩＣＴエ
ンジニア等を誘致することにより、金沢
ＡＩビレッジを形成し、人材の集積・交
流による新産業創出の促進を図ります。

【必要性】 

・ＡＩビレッジを形成することは、まちな
かの賑わい創出や県外からの移住促進
を図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・クリエイターやＩＴエンジニア等の誘致

件数を把握します。 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

令和元～５年度 

 

【事業名】 
文化発信イベント開
催事業（再掲） 
 

【内容】 
・茶屋文化や工芸など

の伝統文化等、金沢
の文化を発信する
イベントやプログ
ラムを企画実施し
ます。 

【実施時期】 
平成 18 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・金沢の歴史や伝統文化などを活用したイ

ベントの企画・実施により、まちの個性
や魅力を発信し、交流人口の増加につな
げます。 

【必要性】 
・金沢ならではの体験型観光を提案すること

は、インバウンドの増加を図るために必要
な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・毎年の参加者数を把握します。 
 

【支援措置内容】

地方創生推進交

付金 

 

【実施時期】 

令和元～２年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

公衆無線ＬＡＮ構築推

進事業（再掲） 

 

【内容】 

・民間通信事業者と協

力して、中心市街地

の観光施設やコンベ

ンション施設、商店

街などへの公衆無線

ＬＡＮスポットの整

備を推進します。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

金沢市、 

民間通信事

業者 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 
・外国人を含む来街者や住民が、中心市街

地で手軽にインターネットを通じ、必要
な情報を取得し、リアルタイムに発信で
きる環境を整備することで、まちなかの
利便性や魅力発信力を強化し、交流人口
の拡大を図ります。 

【必要性】 
・公衆無線ＬＡＮの利用環境を整備するこ

とは、都市の機能性を向上させるととも
に、インバウンドの増加を図るために必
要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・整備した無線ＬＡＮのポータルアクセス

数を把握します。 

 

【支援措置内容】
観光振興事業（観

光地の「まちある

き」の満足度向上

整備支援事業） 

 

【実施時期】 

令和元～令和２
年度 

 

【事業名】 

金沢市文化財保存活用

事業 

【内容】 

・未指定を含む有形・

無形の文化財をまち

づくりに活かし、地

域全体で文化財の保

存・継承に取り組む

体制を整備すること

で、まちなかの魅力

の向上を図ります。 

【実施時期】 

 令和元～３年度 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・貴重な文化財を地域全体で保存継承する

ための実効的な計画を策定し、将来的な

文化財の保存活用における推進体制を

確立することで、まちの魅力を高めま

す。 

【必要性】 

・文化財の保存活用に関する具体的な取組

を明確にし、地域と連携し保存・継承に

取り組むことは、まちの魅力を向上さ

せ、市民や国内外からの来街者をまちな

かに引きつけるために必要な事業です。

【定期的フォローアップ】 

・計画策定後、毎年の観光入込数を把握し

ます。 
 

【支援措置内容】
文化芸術振興費
補助金（文化遺産
総合活用推進事
業） 
 

【実施時期】 
令和元～３年度 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

金沢もてなしの伝統

文化資産保存活用事

業 

 

【内容】 

・金沢の食文化の集合

体である料亭や和

風旅館を「金沢もて

なしの伝統文化資

産」に認定し、保存

活用を推進します。 

・料亭文化や加賀料理

の魅力を発信する

料亭及び伝統芸能

や食文化の魅力を

発信する茶屋の改

修を支援します。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】

・料亭や和風旅館、茶屋の持つ風情や佇ま

いを保存し、活用をすすめることで、歴

史都市金沢の文化的景観の向上を図り、

まちなかの魅力向上による交流人口の

増加や賑わい創出につなげます。 

【必要性】 

・文化的価値の高い料亭や和風旅館、茶屋

を維持活用することは、歴史都市金沢の

魅力を高めることで、来街者やインバウ

ンドの増加を図るために必要な事業で

す。 

【定期的フォローアップ】 

・年間入り込み客数を把握します。 

【支援措置内容】
地方創生推進交

付金 

【実施時期】 
令和３～５年度 

 

 (4) 国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

商店街インバウン

ド対応支援事業 

 

【内容】 

・訪日外国人旅行者

の誘客を図るた

めの商店街の取

り組みを支援し

ます。 

【実施時期】 

平成 29～令和元年

度 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心商店街への訪日外国人旅行者の誘客

を促進することにより、インバウンド消

費の拡大を図り、商店街の活性化につな

げます。 

【必要性】 

・中心市街地の観光地を訪れる外国人旅行

者を商店街に誘客することは、商店街の

活性化を促し、魅力ある商業環境の形成

のために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・中心商店街の歩行者・自転車通行量を把

握します。 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

近江町市場商店街 

市民の利用促進事

業 

 

【内容】 

・近江町市場におけ

る市民の利便性向

上、利用促進のた

めのソフト事業を

実施します。 

【実施時期】 

平成 29 年度 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・北陸新幹線金沢開業後、観光客の増加に

伴う地元客の利便性低下が課題となって

いる近江町市場商店街において、地元客

の利用促進を図ることで、地元客と観光

客が共存可能な商業環境の形成を図りま

す。 

【必要性】 

・近江町市場が「市民の台所」として、地

元客と観光客双方の利便性を向上させる

ことは、住環境の向上や魅力的な商業環

境の形成のために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・定期的に市民へのアンケート調査を実施

します。 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

まちの食料品店出

店促進・販売力向上

支援事業 

 

【内容】 

・生鮮三品を中心と

するスーパー、小

売店の出店及び整

備を支援します。 

【実施時期】 

平成 15 年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・生鮮食料品店の出店やリニューアルを支

援することにより、住環境の向上を図り、

まちなか定住を促進します。 

【必要性】 

・生鮮食料品店の出店を促し、誰もが快適

かつ安全・安心に暮らせるまちづくりを

進めることは、まちなか定住の促進のた

めに必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・毎年、中心市街地における人口の社会動

態を把握します。 

 

  

【事業名】 

金 沢 中 心 商 業 地

三 地 区 回 遊 性 向

上事業 

 

【内容】 

・中心商業地の商店

街が連携し、誘客

と回遊性向上に向

けイベント等を行

います。 

【実施時期】 

平成 28 年度～ 

金沢中心

商業地三

地区連携

実行委員

会・金沢

駅前にぎ

わい協議

会 

【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・中心商業地の商店街が連携し、集客のた

めのイベント等を行うことにより、魅力

的な商業環境を創出します。 

【必要性】 

・地元客や観光客、幅広い年代の誘客に有

効なイベントを中心商業地が連携し、開

催することは、魅力的な商業環境創出の

ために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・イベントへの来街客数等事業実績を把握

します。 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

都 心 軸 オ ー プ ン

カフェ整備事業 

 

【内容】 

・都心軸における憩

いと賑わい空間の

創出をめざし、オ

ープンカフェの整

備に対し支援しま

す。 

【実施時期】 

平成30～令和２年度

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・憩いと賑わい空間の創出をめざし、オー

プンカフェを都心軸に集積させることに

より、幅広い年代を対象とする魅力ある

商業環境を創出します。 

【必要性】 

・オープンカフェの整備を促進することは、

都心軸線の拠点性や商業環境の魅力向上

を図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・近隣商店街の歩行者・自転車通行量を把

握します。 

  

【事業名】 

ま ち な か 商 業 施

設 買 い 物 空 間 整

備事業 

 

【内容】 

・来街者の利便性の

向上を図るための

分煙スペース、荷

物預かりスペース

などの整備を支援

します。 

【実施時期】 

平成30～令和２年度

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・買い物環境向上を図るため、商店街の荷

物預かりペースや香り空間、トイレなど

の整備を支援し、魅力ある商業環境の創

出と中心市街地の活性化を図ります。 

【必要性】 

・買い物環境を整備することは、魅力ある

商業環境の創出と中心市街地の活性化を

図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 

・近隣商店街の歩行者・自転車通行量を把

握します。 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するための

位置付け及び必要性 

国以外の支援措置の

内容及び実施時期 

その他

の事項 

【事業名】 

体験・滞在型店舗

誘致促進事業 

 

【内容】 

・まちなかに健康・

スポーツ関連の体

験型店舗や、多様

化する消費行動に

対応する複合型小

売店等の滞在型店

舗の出店を支援し

ます。 

【実施時期】 

平成30～令和２年度

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・健康・スポーツ関連の体験型店舗や、異

なる種類の小売業を組み合わせて消費を

促進する滞在型店舗を誘致することで、

幅広い年代を対象とする魅力ある商業環

境を創出します。 

【必要性】 

・様々な形態の店舗の出店を促進すること

は、魅力ある商業環境の創出と中心市街

地の活性化を図るために必要な事業で

す。 

【定期的フォローアップ】 

・近隣商店街の歩行者・自転車通行量を把

握します。 

  

【事業名】 

価値創造拠点施設

整備事業 

【内容】 

・国内外のクリエイ

ティブな人材が持

つ知識や能力、感

性を集積し、産学

官の様々な交流が

促進される場とし

て、ＡＩ等の最先

端技術を応用・創

造発信する価値創

造拠点を整備しま

す。 

【実施時期】 

平成 30 年度～ 

 

金沢市 【中心市街地の活性化を実現するための位置付け】 

・多様な人材の交流を生み出す価値創造拠
点を中心市街地において整備すること
で、新たな事業・サービスの創出や女性
や若手起業家の育成を促進します。 

【必要性】 

・中心市街地において、価値創造拠点を整
備することは、新産業の創出と地域経済
の活性化を図るために必要な事業です。 

【定期的フォローアップ】 
・共創成長するコミュニティの事業者数を

把握します。 

 

  


